
DATA

産婦⼈科専⾨医試験受験者を対象に⾏ったリクルートアンケート結果

データで⾒る産婦⼈科医の実態

(2020年)

産婦⼈科専攻の前に不安に感じていた点として訴訟リスク(66.8%)、当直のきつさ(62.7%)、
体⼒的(60.3%)・精神的な過酷さ(46.9%)や⼈⼿不⾜(49.0%)が挙がった。
専攻後、⼈⼿不⾜を除き多くの不安が低減していた。

D 産婦⼈科の魅⼒・不安

B 産婦⼈科専攻が候補に上がった時期・理由

医学部5-6年⽣が最も多く全体の38.7%を占めていた。
臨床研修中に産婦⼈科専攻が候補に挙がった割合は28.4%程度であった。
医学部⼊学前、４年⽣までに産婦⼈科専攻が候補に挙がった割合は32.9%と全体の1/3を占めていた。

周産期の臨床経験・座学が合計45.2%と⾼く、次に家族・親戚・先輩の影響が合計27.1%、
婦⼈科の臨床経験・座学が合計12.0%を占めていた。

C 産婦⼈科専攻を決定した時期、決定に寄与した理由

産婦⼈科専攻を決定した時期は半数以上(57.5%)が臨床研修２年⽬であり、
次いで医学部5-6年⽣(18.2%)、臨床研修１年⽬(10.6%)の順に多かった。
医学部４年⽣までに専攻決定に⾄っている者は少なかった。

産婦⼈科をローテートした理由として当初から進路を産婦⼈科に決めていた者が35%と
最も多く、興味があったと答えた者と合わせて63%を占めた。⼀⽅研修に必要であった
と答えた者も30%ほどおり、初期臨床研修必修化による影響がうかがわれた。

産婦⼈科専攻に寄与した理由は周産期(63.0%)・婦⼈科(48.2%)の臨床経験が多く、次いで先輩
の影響を挙げる者も多かった。(43.2%)
産婦⼈科サマースクールを理由として挙げた者は13.7%いた。

産婦⼈科専攻に最も寄与した理由としては周産期の臨床経験が多く(41.8%)、
先輩の影響(16.8%)、婦⼈科の臨床経験(11.3%)がその後に続いた。
産婦⼈科サマースクール(3.1%)、地域のセミナー(2.1%)への参加を挙げた者もいた。

A 背景情報

産婦⼈科の魅⼒としてはやりがい・充実度を挙げる者が最も多く (77.4%)、
領域が広い(48.2%)、科の雰囲気(39.7%)、⼥性の⼀⽣に関わる(38.4%)、社会的需要(33.9%)、
早期に⼿術ができる(29.1%)など様々な理由が選ばれていた。

男⼥⽐ではわずかに⼥性が多かった。専⾨医の段階で⼦供のいる者は30%程度であり、
約5%が妊娠中であった。
家族・親戚中の産婦⼈科医がいない者が約８割と多数であった。
初期臨床研修病院としては約2/3が市中病院を選んでいた。

産婦人科専攻が候補に挙がった時期は？

産婦人科専攻の決定時期は？

産婦人科専攻が候補に挙がったきっかけは？

産婦人科をローテートした理由は？

産婦人科専攻に寄与した理由は（複数選択可）？

産婦人科専攻に最も寄与した理由は（1つのみ選択）？

産婦人科の魅力は（複数選択可）？
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産婦人科専攻の前に不安に感じていた点は？

+
専攻後にこれらの不安は変化したがか？
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